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ＡＭＤＡとの出会い

洋ラン栽培を通じて培った信頼

AMDA　本日はお忙しい中ありがとうご

ざいます。さて早速ですが、河野副会

長とAMDAは創設以前からのつながり

があるとお開きしましたが。

河野　はい、そうなんです。話しは設

立以前、AMDA創設者で現グループ代

表の菅波茂氏のお父様、菅波堅次氏に

までさかのぼります。故・堅次氏は多

くの趣味を持たれており、洋ランの栽

培も大変熱心にされていました。その

当時、ハーバード大学にアメリカ蘭協

会があり会員であった我々も、世界中

のランに開する論文、最新情報を得る

事ができました。堅次氏も栽培や育種

の研究を熱心にされ1963年英国王立

園芸協会（RHS戸こ新品種「サザナミ」

を登録されました。本種は従来なかっ

た美しい色彩のピンク系小型シンビジ

ウムで、海外のラン展示会にも出品し、

世界的に日本のランが注目され大いに

話題となりました。私も種子を預かり、

無菌培養から育生・開花に至るまで、

この画期的な新品種の「サザナミ」作

出に関わらせていただき光栄でした。

　このつながりが、その後のAMDAさ

んとの活動のきっかけになっていると

思います。

「サザナミ」とともに写真左から河野氏、菅波茂

　AMDAを支えてくださっているご支援者の皆

様に、インタビュー形式で様々なエピソードを

お伺いしている「支える喜び」シリーズ。

　第６回目となる今回は、岡山県洋蘭協会の副

会長で、約20年にわたり、AMDAを継続的に

ご支援くださっている河野新一郎様にお話をお

伺いしました。
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生きがいである洋ランを通じて
ＡＭＤＡを支える喜び

AMDA　なるほど。 AMDAでは「苦労

を共に乗り越えられる関係」こそが、

真のパートナーシップ。ｲ言頼関係の形

成には不可欠と考えています。お二人

の苦労から生まれた信頼関係は、かけ

がえのないものですね。

河野　今年３月に、開花した「サザナ

ミ」を、AMDAの事務所にお持ちして

茂さんにもお見せすることができまし

た。大変喜んでいただけて、堅次氏と

の苦労話などにも花を咲かせることが

でき、本当に嬉しかったです。

AMDA　そこから時を経て、1996年か

ら今日に至るまでAMDAをご支援いた

だいていますね。毎年「洋蘭展」のた

びにお声かけいただけることをスタッフ

一同心から楽しみにしておりますし、感

謝の気持ちでいっぱいです。

河野　そう言っていただけると、私た

ちも光栄です。この20年あまり、毎

年１回「春の洋蘭展」を関催しており、

AMDAさんと共催という形でイベント

を盛り上げています。会場の設営時か

らAMDAのスタッフや、ボランティア

の皆さんにもご協力いただいて、パネ

ル展示、募金箱の設置のほか、洋蘭協

会のメンバーから提供させていただい

たランの株や､様々な小物などをバザー

販売したりしてくださっています。おか

げさまで、展示会には毎年大勢の方に

ご来場頂いています。この展示会を通

じて、私だけでなく洋蘭協会のメンバー

それぞれが、自分の生きがいともいえ
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る「洋ラン」を通じて、誰かの役に立

てる喜びを感じています。また会場に

来てくださるAMDAスタッフやボラン

ティアの方々との交流も、私にとっては

楽しみの一つなんですよ。

－

2013年蘭展の様子

ＡＭＤＡとのパートナーシップ

洋ランと有機農業

AMDA　会場に伺うスタッフも毎年、美

しい花と協会の皆さんにお会いできる

のを楽しみにしています。

河野　岡山県洋蘭協会を創立して来年

60周年を迎えようとしており、次回は、

2016年２月に総社で「春の洋蘭展」

の開催を計画しています。

　そういえば、AMDAさんは新庄村で

有機米を作られておられますよね。自

然に学び、農業関係における植物と医

療の関係についても、私たちの洋ラン

に関する知識がお役に立つことがあれ

ば協力させていただきます。ともに深

めていければいいですね。

AMDA　それは心強いです。今日はお

忙しい中、貴重なお話をありがとうご

ざいました。今後ともよろしくお願いい

たします。

　一回阿’/栄一jﾉ四七ｿﾞｬｰナル　20巧｡犯



　９月10日から11日にかけて、台風

18号から変わった温帯低気圧の影響に

より、栃木県を中心とした北関東や東

北の広い地域に豪雨被害が発生。家屋

の浸水や堤防決壊、土砂災害による死

者が出る大きな被害となりました。

　このような状況の中、栃木県日光市

長から総社市長への支援要請が入り、

「AMDAゲループと総社市との多文化

共生に関する協定」に基づき合同チー

ムを編成。総社市職員３名、AMDA医

療チーム２名からなる一行は、12日夕

方に日光市に到着しました。

　少しずつ水が引きつつあるものの、

今後も降雨が予想される中、市職員も

住民も不安な時を過ごしておられまし

た。特に慣れない避難所生活で、不眠

を訴える方も多くおられました。衛生

用品や生活支援物資の備蓄が不足して

おり、持参した支援物資（大人用紙お

むつ、タオル､外用湿布薬､マスクなど）

は非常に喜ばれました。また、孤立し

かけていた芹沢地区で新たに避難所と

なった保育園を訪れ、支援物資の寄贈

のほか、避難者の血圧測定、服薬の有

無の確認などの健康チェックを行うこ

とができました。

　日光市での活動の後には、鹿沼市を

　発災から４年半が経過しました。現在も復興の途中にある東日本大震災の被災地

に対して、AMDAでは、「第２次復興支援３か年事業」として「医療･健康」「教育」

「生活」を柱とした、様々な復興支援事業を継続しています。

　　被災地間相互交流　第１０回復興グルメF-1大会in気仙沼

　　多くの方の笑顔があふれた大会会場の様子

　７月19日に、第10回となる「復興

グルメF-1大会」が宮城県の気仙沼復

興商店街南町紫市場にて開催されまし

た。（共催：第10回復興グルメF-1大会

実行委員会、復興グルメF-1運営事務局）

　2013年１月に、同じ気仙沼復興商店

街南町紫市場を会場に第１回大会がス

タートされてから２年半。宮城県、岩

手県、福島県の沿岸地域をリレーする

形でつながれた記念すべき第10回目の

大会となりました。当日は、台風の影

響もなく晴天に恵まれ、約2､500人の

方々が気仙沼市内外から来場しました。

岩手県､宮城県､福島県の９地域10チー

ムが出店し、多くの人々の笑顔と絶品

グルメが集まる心温まる大会となりま

した。次回大会は11月15日南三陸町

で開催されます。

復興グルメ大会に岡山からもボランティアバスが運行！

　第10回復興グルメＦ－１大会の開催

に合わせて運行したボランティアバス

に、岡山から約40人が参加しました。

被災他の見学のほか、研修や大会の準

備運営補助を行いました。被災他の皆

さんと共に喜びを共有し、それぞれが

達成感に満たされた顔で４目間の行程

を締めくくりました。 全員で記念撮影

　　　　避難所で声掛けを行う山河看護師

訪れ、浸水した家屋の片づけを手伝い、

３日間の活動を終了しました。

　なお、被害の人きさを鑑み、今後も

現地の自治体と連絡を取りながら、必

要な支援を提供していく予定です。

　　７月18日に行われた帰国会見の様子

　６月27日に台湾で発生した粉じん

爆発災害に対し、AMDAは日本医師会

と合同で７月２日医師２名を台湾に

派遣し医療調査を実施しました。

　この調査情報を受けて、７月12日

から15日の４日間で日本医師会から、

日本集中治療学会、日本救急医学会、

日本熱傷学会より６名の医療チームを

台湾に派遣。医療支援活動を実施しま

した。

　このような災害時にお互いに支援し

あって、より深い信頼関係を構築する

ことを「災害支援外交」という言葉で

表しています。本支援活動も、まさに

この「災害支援外交」、民間による信

頼構築の一助となるものだと考えてい

ます。

第11回復興グルメＦ－１大会に向けてボランティアさん募集！

　11月15日に宮城県南三陸町の南三陸町スポーツ交流

村を会場に､第11回復興グルメＦ－１大会を開催します。

　この大会に向けて岡山からのボランティアバスを運行

します。大会を一緒に盛り上げませんか。皆様のご参加

をお待ちしております。
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日　程 １３日　20:00岡山駅発

14日　ボランティア活動および現地見学研修

１５日　グルメ大会運営ボランティア

１６日　07:45岡山駅着

参加費 大人20,000円（会員18,000円）、学生15,000円

定　員 40人



　サイクロンの影響により2015年７

月中頃から続く大雨は、ミャンマーの

広い地域で洪水・土砂崩れによる甚大

な被害をもたらしました。

　AMDAは、ミャンマー医師会と合同

で、支援活動の実施を決定。８月14日

には看護師１名を派遣しました。

　AMDA、ミャンマー医師会合同医療

チームは、16目にヤンゴンから約130

キロ離れたパッティン市エイアールワ

ディ区で二手に分かれ、イェージ町と

ナタンチョング町で医療支援活動を行

いました。少しずつ水が引き始めてい

たものの、道路はぬかるみ、人の膝の

高さまで浸水している地域も多い状態

でした。

　ナタンチョング町での医療支援活

動はミャンマー医師会の医師５人と

AMDA看護師、地元病院の看護師が合

同で巡回診療を行い、約４時間の活動

で小児60人を含む、計200人の患者

を診察することが出来ました。小児患

者の主な疾患は、急性呼吸器感染症で、

モンゴル国視能訓練技術移転プラン事業

　８月26日から28日の３日間、モン

ゴルヘ眼科専門医師、技術者を派遣し

て、視能訓練技術移転事業を実施しま

した。 AMDAでは2010年から毎年モ

ンゴルヘ日本から専門家を派遣して、

子どもの目の健康に焦点をあてたセミ

ナーや健診等の事業を実施しています。

　今年で６回目となる今回は、以前よ

り懸案となっていた郊外での子どもの

眼科健診を、地域の間係機間協力のも

と実施しました。

　ウランバートルから北西400キロに

あるブルガン県ブルガン市にあるエル

デミーンウルゴー総合学校で106名、

県立第二小中学校で123名、そしてヒ

シッグウンドウル村の小中学校で56

名の眼科健診を行いました。　この３日

間の健診結果としては、受診した子ど

もの８％が眼鏡を使用すれば視力が回

復する状態、12％が眼科受診が必要な

状況でした。眼鏡が必要と判断された

子どもたちには、眼鏡のフレームを無

多くの方が参列した式典の様子

償提供し、今後それぞれにレンズを合

わせて眼鏡をつくる予定です。

　また、ウランバートル市内でも目に問

題のある子ども21名の検査を行いまし

た。健診を受けた保護者からは「子ど

も達のために日本からわざわざ来て下

さって心から感謝しています。　また私

たち保護者の無責任さにも気づかされ

る機会となりました。ありがとうござい

ます｡」という言葉をいただきました。

　小児の眼科健診システムが整ってい

ないモンゴル国内においては、小児の

弱視、斜視、その他の眼科疾患は、明

らかな症状がないため、発見が遅れた

り、放置されたりすることが多く、教育

に支障が及ぶ現状があります。子ども

の目の問題の８割は適切な時期に適切

な治療をすることで明らかな回復が期

待されます。

　今回の健診結果をもとに、今後はモ

ンゴル国内において子どもの眼科健診

を学校保健の一環とするべく、行政、

　医療と魂のプログラムとは、戦争や

自然災害などで苦しむ多くの人々の身

体と心を支援すべく、宗教者や多様な

文化・教育の専門家の協力のもと､平和

なコミュニティー再興へ導く事業です。

　９月10日、モンゴル仏教総本山ガン

ダン寺において「医療と魂のプログラ

ム」を実施しました。本プログラムは

2008年から毎年継続しており、今年で

成人では、労作性呼吸困難、高血圧、

筋肉痛を訴える方が多くみられました。

　また浸水により、水田が大きな影響

を受けており、主食であるお米が不足

していたことから、被災者が多く集ま

るナタンチョング町タウンシップ病院

に対して､水300本､米850キロ､ヌー

ドル480袋を支援物資として渡しま

した。

　今後はミャンマー医師会を支援する

形で支援活動を行っていく予定で、現

地の状況を鑑みながら､今後２か月間、

毎週日曜日に医療支援を続けていきま

す。

【派遣看】

柴田幸江／看護師/AMDAインターン

教育委員会、PTA、眼科協会全体での

子どもの目に関する啓発が必要と考え

ています。そのために、来年は社会全

体にその必要性を訴えるためパネル

ディスカッションを予定しています。な

お､本事業実施には岡山県国際貢献ロー

カル・トゥ・ローカル技術移転事業と

しての助成を受けています。

【派遣考】

難波妙／調整員/AMDA職員

【協力】

川崎医療福社大学医療技術学部感覚矯

正学科、視能矯正専攻教授高崎裕子、

視能訓練士協会顧問守田好江、モンゴ

ル眼科協会、City Optic、後楽ライオン

ズクラブ

８回目となります。

　ハルハ河戦争（ノモハン事件）から

76年目となる本年も日蓮宗様、宗教法

人大本様にご参加いただき、ガンダン

寺のご住職がたとともに、第二次世界

大戦で尊い命を捧げたモンゴル、日本

両国の犠牲者のご冥福を祈り、世界平

和を祈願しました。

【派遣者】難波妙／調整員/AMDA職員
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　　　　　ﾎｰﾁﾐﾝ師範大学にて

　おかやま国際塾第５期生３名は、６月

７日の開講式から、約２ヵ月にわたっ

て岡山での準備、研修を行い、８月18

日から25日の８日間の日程で、ベトナ

ムでの海外研修を終え、帰国しました。

　５年目となる2015年は、ベトナム戦

争終結から40年、第二次世界大戦終

結から70年となる節目の年。そこで今

年度のテーマを「平和のために白分た

ちの立場でできることは何か」として、

プログラムの組み立てを行いました。

　事前に、ベトナムの文化、歴史、ベ

トナム戦争について学びつつ、現地の

学生と直接連絡を取りながら、具体的

な海外研修の内容を調整しました。

　そして集大成として８月18日から始

まった現地研修。前半の４日間は、バ

リア＝ブンタウ大学の学生とともに活

動。現地企業で働く日本人の訪問やボ

ランティア活動などを行いました。さら

に今回のテーマ“戦争と平和Ｎこついて

も、両国の学生が率直な意見を交換し、

理解を深めあうことができました。

　　　　　　　企業訪問の様子

　後半の４日間は、ホーチミン師範大

学の学生とともに活動。ベトナム戦争

で使用された枯薬剤の影響を受けた子

どもたちが生活する病院を訪問し、子

供たちと交流することができました。ま

た戦争証跡博物館やツチトンネルなど

を訪れ、戦争がもたらす悲惨さを目の

当たりにして大きな衝撃を受けました。

ホーチミン大学では国際塾５期生３名

がプレゼンテーションを実施し、「白分

たちが考える平和とは何か」「それを実

現するには、白分たちに何か出来るか」

などについて、現地の大学生と話し合

いました。

　８日間の研修を通じて、塾生３名は

日本で調べただけでは決してわからな

かったベトナムの姿を肌で感じ、多くの

出会いと学びに満ちた、充実した一週

間を過ごしました。

　なお、国際塾５期生による報告会を、

11月に開催する予定です。

【派遣者一覧】

岡山大学法学部３年橋本梨加

岡山大学法学部２年本間祐輝

岡山大学工学部１年玄馬之善

AMDA職員（米看護師）岩本智子（引率）

　おかやま国際塾とは：岡山県内の大学生を対象に、AMDAと岡山大学教員が共同で運営する「おかやま国際塾」実行委員

会（委員長・管波茂）で運営されるグローバル人財育成事業です。海外研修を踏まえた研修内容の企画、立案および実施

のすべての段階を学生自らが行うことで、国際貢献活動への理解を深めかつ企画および管理能力を身につけ、社会のグロー

バル化に対応できる人財を養成することを目的として実施しています。 2011年度からスタートした本プログラムでは、これ

までにモンゴル、インドネシア、スリランカ、フィリピンでの海外研修を実施してきました。

　８月17日から10月19日の約２か

月の日程で、ルワンダよりカリオベ・

シンバ・アキンティジエ医師（ルワン

ダ政府保健省認可病院ミビリジ郡病院

長）を招へいし、岡山県内各所で研修

を行いました。

　この研修は、ルワンダ国内の児童と

幼児の健康状態の改善や、健康保持増

進することを大きな目的としています。

このための、具体的な取り組みとして

学校教育現場での健康診断を継続的、

かつ定期的に行うことが必要不可欠と

　　　　　岡山医療センターでの研修の様子

－Ｊ卯’かか一丸WZ刮ダャーブ万浪フバ切

考えます。カリオペ医師の日本での研

修を通じて、包括的な学校保健の取り

組みがルワンダ国内で取り入れられる

よう、ルワンダ政府に働きかけることも

目的の１つとしています。

　最初の１か月間で日本語研修を終え、

９月14日からは岡山大学犬学院環境生

命科学研究科を中心に、岡山済生会総

合病院や岡山県、岡山市、総社市の保

健行政機関、小学校など、日本で行わ

れている児童や幼児健康診断の取り組

みについての聞き取り、実際の健康診

断の見学、小児科の医療施設訪問等を

行いました。

　帰国後は、他のNPOとも連携をとり

ながら、ルワンダ国内に日本の学校保

健制度や健康診断をどのように取り入

れていくか、実現に向けて具体的な計

画を立て、進めていく予定です。

　本事業は、岡山県国際貢献ローカル・

トウ・ローカル技術移転事業の対象事

業です。
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　　　漁業ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱを体験する大学生ら

　８月21日から25日の日程で岡山経

済同友会が主催する東北ボランティア

バスが運行されました。第５回目とな

るこの企画には、岡山県内の大学生ら

約40入が参加し、AMDAは事前のス

ケジュール調整から、現地岩手県大槌

町でのボランティア受け入れを担当し

ました。被災地ではボランティア活動

や研修を行い、学生らはひとまわり大

きくなって帰岡しました｡このほかにも、

８月には岡山県教育庁企画として高校

生ら９名、９月には岡山県立大学企画

として16名の大学生の研修企画および

現地受入などを行いました。



　８月22□から24日の３日間にわた

り、スリランカ北部キリノッチ市の中学

校を会場に紛争からの復興支援の一環

としたスポーツ、文化、宗教の交流和

平事業を実施しました。

　これは、1983年より26年間にわた

る内戦によって、敵対し交流の無かっ

たスリランカ国内の３民族の青少年を

対象に、スポーツや文化などの交流を

行うことで、民族間の対話を深め持続

可能な平和構築を促進することを目的

としています。さらに今年度は、AMDA

中学高校生会の２名が日本から参加し、

和平事業と人財育成事業の側面を持っ

たプログラムとなりました。

　今回で５回目となるこのプログラム

は、キリノッチが開催場所となりまし

た。キリノッチはスリランカの北部に

位置し、停戦中であった2003年から３

年間、AMDAが巡回診療と健康教育を

実施した地域です。スリランカ国内の３

地域４の中学校からイスラム教、仏教、

スポーツ交流の様子

　フードプログラムの実践圃場の一つ

であるインドネシアスラウェシ島マリ

ノ村に、2015年５月から９月まで約４

か月に渡り、AMDAスタッフ１名を派

遣し、農業技術指導にあたりました。

　５か月間の指導では、直接的な農業

技術指導のほか、パソコンを使った農

業データ管理方法の指導、秤を導入し

ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝを行うAMDA中学高校生会の2人

カトリック、ヒンドウー教の学生75名

とAMDA中学高校生会２名が参加し

ました。 22日には、キリノッチ市内に

ある４宗教の施設を見学し、それぞれ

の宗教についての相互理解を深めるこ

とができました。 23日には全員を８つ

の混合グループにわけ、２種類のワー

クショップ、各学校の代表とAMDA中

学高校生会によるプレゼンテーション、

バレーボール大会やキャンプファイ

ヤーなどを実施しました。プログラム

最終日には文化交流を行い、閉会式で

締めくくられました。

　次世代を担う学生たちが、このプロ

グラムに参加した経験を生かし、平和

的な多楡院の共存を実現することに期

待しています。

【派遣者一覧】

AMDA中学高校生会　黒田良美

AMDA中学高校生会　渡代隆介

AMDAグループ代表　苛波茂

AMDA職員ニッティアンヅィーラバーグ

AMDAボランティアセンター参与　竹谷和子

た数値による収量調査の指導なども行

いました。これにより収穫量が増加し

ていることが明らかとなりました。また

土壌調査、官能検査なども行い、有機

農業の実践により、土壌環境が良好に

なり、収穫した米が市場に流通する一

般米に比べて「美味しい」ということ

がわかりました。さらに、パッケージ

デザインなど販売促進指導なども行い、

結果として収穫した有機栽培米が高値

で完売するという嬉しい結果となりまし

た。

　今後は、引き続きモニタリングを行

いながら、有機栽培米の生産量の増加、

市場への安定供給、米の更なる品質向

上と安定化などの課題に取り組んでい

く予定です。

｜

｜

｜

【派達者の声】

渡代隆介(AMDA中学高校生会)

　僕にとって、このプログラムは「1つ

の国における多様性、そして人と人、

国と国のつながりがいかに重要でかけ

がえのないものなのか」という事を生

で感じることの出来たものでした。それ

を踏まえて、今後、自分は日本で何か

出来るのだろうか？それは、まず、スリ

ランカと日本とのこれまでの関係をより

多くの人に伝え、スリランカに実際に赴

いて、見て、間いて、感じて、考えた

ことを発信していくことだと思っていま

す。このプログラムの参加を決めて半

年間､迷い､戸惑い､準備に苦労する日々

が続きましたが、参加できたことを誇り

に思っています。

【派達者の声】

黒田良美(AMDA中学高校生会)

　出発時には、事前に準備したものと、

今回はいけなかったAMDA中高生会の

メンバー全員の気持ちを持って飛行機

に乗りました。プログラムでは、言葉

が通じなくてもそれぞれの歌や踊りを

通して仲良くなることができました。

スリランカの学生だちと一緒に泊まり、

コミュニケーションをとる中、性別によ

る教育の差があるのではないかと感じ

ました。そして女性教育の必要性を強

く実感することができました。また、滞

在中に菅波代表がお話しくださった何

気ない言葉でも、私にとっては一つ一

つが今後の生き方に意味をもたらして

くれる犬切な言葉となりました。今回お

世話になった、多くの関係者の方々に

感謝申し上げます。

【派遣者の声】

引率　竹谷和子

(AMDAボランティアセンター参与)

　目や民族文化が追っていても同世代と

して理解しあえる、仲良くなれることの

素晴らしさに感動しました。和平構築の

原点に触れた感じを受けました。言葉の

壁は確かにありましたが、スポーツや音

楽等でそれをはるかに超えたつながりを

実感しました。引率の先生達からも、「す

ばらしい、またこのようなプログラムを

開催してほしい。生徒達も良い学びに

なった」などの高い評価を頂きました。

　－Ｊ卯･かか－jμZ割ジ不一オルＪ八切



遺贈について

アムダでは、大切な財産の一部をお気持ちに沿って、社会貢献の形で支援活

動に役立たせて頂いております。三井住友信託銀行株式会社と提携し遺言に

よる寄付をご希望の方に対し、「遺贈による寄付制度」のご利用をご案内で

きるようになりました。

三井住友信託銀行遺贈のホームページアドレス

http://www.smtbjp/personal/entrustment/succession/wi‖/bequeath/

遺贈によるご寄付をお考えの方はご案内を送らせていただきます。

皆様からのお気持ちとご支援をよろしくお願いいたします。

ＡＭＤＡ被災地とともに！　出版のお知らせ

｢AMDA被災地とともに！ 南海トラ

フ地震・津波は必ず来る東口本大震

災被災地復興支援と教訓世界平和

パートナーシップ構想の実現へ」が

発行されました。書店、オンライン

ショップなどでもお買い求めいただ

けます。出版：小学館スクエア

　　　　定価:1760円（税込）

※７月から９月の「動き」はＷＥＢをご参照ください

　ＡＭＤＡは認定ＮＰＯ法人です。いただきました

ご寄付は税法上の特例措置の対象になります。

　ご寄付の際にプロジェクト別のご寄付指定も可

能です。

書き損じハガキ、未使用切手を集めており

ます。通信費の節約に役立たせていただき

ますので、ぜひご協力をお願いいたします。

これまでのＡＭＤＡカードのほか、VISA・

JCBなどのクレジットカードでのご寄附も

取扱いできるようになりました。

また新たにPAYPAL決済も導入しておりま

す。

詳しくはWEBをご覧ください。

チャリティーコンサートのお知らせ

AMDA鎌倉クラブ主催のチャリ

ティーコンサートが開催されます。

皆様のご来場をお待ちしておりま

す。

日時:11月29日

開場:13時30分

う日ぐ

会場：鎌倉生涯学習センター

料金:1500円（全自由席）

－ｇ卯’句り一別四七ジヤーブソ1x　20j5.jo
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　９月12日、総社市のサントピア岡山

総社で「第２回ＡＭＤＡ南海トラフ地

震対応プログラム調整会議」を関催し

ました。

　県内外の自治体関係者、医療機関や

企業など多方面から約170人が出席

しました。第１回の会議を受け、実際

に南海トラフ地震の発災を想定したシ

ミュレーションイメージの共有、関係

者の準備状況や課題、今後の取り組み

などが発表されました。

　また被災地支援に駆け付けると名乗

りをあげてくださる医療機関の方々の

紹介などもありました。 11月９目には

輸送・通信を中心としたシミュレーショ

ンの実施を予定しています。

Ｚ　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜　　．．　ニ　　　　　　　　●
－　＝　　　㎜　　　ここ　　　　　　　　四｜　　”　’FJ　　　ダ　　　・

　８月12日徳島県美馬市との「大規模災害時の支援に関する協定」の調印式

を執り行いました。

　また９月12日には輸送分野の包括連携を目的とした「連携協力に関する協

定書」の調印式が1/

行われ、両備ホー

ルディングス株式

会社、牛窓ヨットEｼ

クラブのそれぞれ

との調印を行いま

した。

岡山県立大学外国人客員研究員

アルチャナシュレスタジョシ

　私は今年の５月からAMDA本部で

インターンとしてお世話になっており

ます。この春、岡山県立大学の看護学

博士を取得、現在は同じ岡山県立大学

の外国人客員研究員としても、ネパー

ル看護に関する研究をしています。４

月のネパール大地震では、AMDA医療

チームの調整員としてネパールに行く

ことができました。一刻も早くネパー

ルの被災者に緊急医療を提供できるよ

うにしていただきました、AMDAのみ

なさんには心より感謝しています。現

在もネパールの復興支援活動に携わる

仕事をしています。今後ともどうぞよ

ろしくお願いします。

牧田美馬市長（右）

昏《痙麿勿か昌a娶肺胞鳩営

嚇庭し‰=穆囃彭HJ暦‰

山陽放送株式会社様

総社ブラジリアンコミュニティ様

　　　ＭＳ＆ＡＤインシュアランスグループ様

－sogo‘ 匈o－/1が剔ダャーブソムJﾊﾞ切

両備ホールディング（株）原代表取締役専

務（左）と牛窓ヨットクラブ磯辺副会長（右）

名桜大学国際学群

国際文化専攻３年

石原優子

　私は大学で国際貢献を行っている

サークルに所属したことをきっかけに、

支援活動に興味を持つようになりまし

た。インターンシップでも人を助ける

活動を行っているところで仕事を経験

させていただきたいと考えていたので、

AMDAでの受け入れをお願いしました。

　２週間という短い期間ではありまし

たが、英語での報告書を元に記事を書

いたり、VISAの申請書類を作成したり

など様々なお仕事をやらせていただき、

とても貴重な経験でした。本当にあり

がとうございました。

　このインターンシップでの経験を元

に、今後に生かしたいと思います。

看護師　柴田幸江

　以前からAMDAに憧れがあり、特

に菅波代表の「救える命があればどこ

へでも」のモットーは、看護師として

心を打たれるものがありました。

　インターンのきっかけは2011年と

2015年にボランティア看護師として、

タイ・フィリピン・マレーシアヘ緊急

支援に行ったことです。活動終了後に

事務所へ戻った際は、スタッフの皆さ

んに温かく迎えていただき、このよう

な方々とぜひ一緒に働いてみたいと思

うようになりました。また実際働いて

みて、AMDAはどのような方々に支え

ていただいているのかを知ることもで

きました。スタッフ１人１人の能力の

高さもAMDAの魅力です。日々ご指

導いただき感謝しています。
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